
令和７年度第２回上下水道運営審議会での質問について（別紙）
１．令和７年度上下水道事業の実施状況について
Q．工事名までは分かりませんが、石部小学校の近くで、老朽化に伴う工事の看板が着工前早くから設置されています。その工期の日付が何度か変更されているようですので、実際いつ始まるのか教えてください。
A.　現地を確認しましたところ、本課発注の『下水道総合地震対策耐震補強工事』の看板でございました。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。
本工事は、工事箇所が市内全域に点在しており、令和7年8月から順次施工しているところです。施工箇所によっては、同じ箇所で複数の作業を要する工事となり、日程を分ける必要があります。
工事を行う際は、通行制限を行うため、工事実施予定日を明記させていただいた看板を事前に設置し、周辺住民の皆様や通行する方々に周知しています。複数の作業を要する箇所については、先の作業終了後、看板の日程を変更しています。
ご質問いただきました箇所についても、複数の作業が必要であり、2/12（完了）、3/11、3/18に工事を行う予定をしております。天候等により、日程を変更する可能性がございますが、変わる場合は、周辺の住民の方に個別に通知します。
ご心配とご迷惑をお掛けしまして申し訳ございません。ご理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
２．上下水道料金等の収納状況と未収金対策について
Q．水道料金の収納率は、他市町と比較するとどういう状況ですか
[bookmark: _Hlk223354087]A.　近隣市町に確認しましたところ、令和６年度分の給水収益の収納率は、84.0％から99.6％という結果でした。市町によって集計する期日に違いがあり、また料金システムの仕様等もそれぞれ異なるため、単純に比較することは困難です。
湖南市の場合は、３月末時点で収納率を算出しています。3月末納期の口座振替分は、4月に入ってから収納情報が確定するため、計上されていません。結果として令和６年度は、91.68％の収納率となりました。

Q．水道料金の未収金について、個人と法人の別は把握されていますか。
A.　個人法人を分けた集計は、行っていません。ご質問を受けて、データ抽出を行った結果、未収金の比率は、一般が約92％、事業用が約８％となります。

